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目的

地球温暖化や都市化の進行とともに、多発傾向にある局地的豪雨について、
今後ますます水害や土砂災害といった自然災害のリスクが増加することが懸念
される。名古屋市における、近年の局地的豪雨の状況を調査し、将来的な局地
的豪雨を評価するとともに、災害リスクの傾向と今後必要となる適応策につい
て検討する。

調査計画（2ヵ年）

実施体制

文献調査
ヒアリング調査

災害発生状況
の確認

既存データの
収集整理

必要な適応策
の検討

降雨特性解析

気候シナリオ
による再現性解析

将来の豪雨
リスク評価

既存適応策
の整理

平成30年度 平成31年度

事例解析

一般財団法人日本気象協会
• 気象データ解析
• 局地的豪雨の解析
• 気候シナリオを用いた将来予測

名古屋市

地域協議会有識者

助言・協力報告

調査実施
取りまとめ 進捗確認

情報収集
ヒアリング

情報提供
技術指導

名古屋大学
坪木 教授

気候シナリオによる
豪雨解析

雨量計
（出典：名古屋市防災危機管理局）
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